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論文・報告
1 .はむめに
ハートピル法の施行により，多くの人が利用す
る公共施設(市役所や図書館等)やショッピング
センターなどには，身体障害者用の駐車施設が設
けられるようになってきた.残念ながら，これら
のスペースが有効に機能していない.身体障害者
用駐車施設は使別な場所に設置され，また空いて
いることが多いことから，本来このスペースには
停めてはいけない健常者が駐車し，車いす使用者
が利用できないという事態を招いている川
健常者による迷惑駐車を排除するためにコーン
を置くなどの対策が取られることが多いが，これ
が車いす使用者にとっては新たなバリアになり，
有効な解決策にはなっていない.
これらの問題を解決するために，佐賀県では日
本ではじめてパーキングパーミット制度を導入し
た(平成18年7月29日).パーキングパーミット
制度は，身体障害者用の駐車施設を必要とする人
に県内共通の利用証を交付することによって，健
常者の駐車を防止しようとする斬新な取り組みで
あるお.パーキングパーミット制度は罰則(許可
のない一般車両が身体障害者用のl駐車施設に駐車
すると高額な罰金が科せられる)が対になっては
じめて有効に機能するシステムと考えられる.し
かしながら，佐賀県が導入したパーキングパー
ミット制度には罰則が科せられていない.した
がって，モラルが頼りの制度であり，有効に機能
しない可能性がある.
また，利用証を交付する対象を妊産婦や軽い歩
行障害のある人にも広げたために，本来広いス
ペース (3.5m以上)を必要としない身障者や妊
産婦等が，広いスペースを必要とする車いす使用
者の駐車を妨げる可能性がある.
本制度は十分な検討がなされることなく，各県
に広がりつつある(山形県，長崎県，福井県で導
入，熊本県は今年度中に導入予定).不十分な制
度を安易に導入するとかえって事態を悪化させる
可能性がある.少なくとも以下の二点については，
に検討する必要がある.
(1)罰則のないパ…キングパ…ミット制度は健常者
の不正駐車に有効に機能するか.
(2)利用証の交付の対象を広げたことの弊害がどの
程度発生するか.
しかしながら，パーキングパーミット制度が昨
年日本ではじめて導入されたことから，本制度に
関する研究は見当たらない.
そこで，本研究では大型高業施設イオンショッ
ピングタウン大和で実施した身体離害者用駐車施
設の利用実態調査に基づいて，パーキングパー
ミット制度の有効性を検証する.また，利用証の
交付の対象を経い歩行時害のある人や妊麓婦等に
も広げたことが，広いスペースを必要とする車い
す使用者などの駐車の機会をと守の程度奪っている
かを明らかにする.最後に，罰則のないパーキン
グパーミット制度をより有効なものにするための
改善点について論じる.
2.身体障害者用駐車施設の潤用実態諦蓋
パーキングパーミット制度が有効に機能してい
るかどうかを評価するためには，事前調査と事後
調査が必要である.残念ながら事前調査を実施す
る機会を逸したために，今回は次替の策として本
制度があまり普及していないと思われる 3ヵ丹後
の調査結果を事前調査の代わりに用いることにす
る.
(1) 調査の概要
1)調査場所
パーキングパーミット制度実施後約3ヶ月およ
び約 l年経過した時点で，大型商業施設(イオン
ショッピングタウン大和)に設置されている身体
障害者用駐車施設の利用実態を調査した.本蕗業
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図-1 実態調ヨ棄を災施した駐率場
施設には障害者用に27の駐車スペースが設置され
ている.今回は図“ 1に示すように利用客の多い
以下の3つの駐車場を対‘象にして調査を実施した.
駐車場 1(1階展内スベ…ス番号 1，2， 3， 
4， 5 
駐車場2 (1 階屋外スベ…ス番号6，7 
駐車場3 (3階展内スペース番号8，9， 10， 
11 
2 )調査日時
一般駐車場の混雑に伴って，健常者の身体障害
者用駐車施設への駐車が増加すると考えられる.
したがって，来活者の多い日曜日を対象にして調
査を行った.
l問自の調査:2006年11月5日(日)
10: 00~17: 00 
2回目の調査:2007年8丹19日(日)
10 : OO~ 18 : 00 
3 )調査内容
普段の行動を調査するために，できるだけ利用
者に気づかれないように配慮、して施設の利用状況，
逮転者や同乗者のハンデイキャップ(障害)の程
度(車いす使用者，松葉杖使用者，妊産婦等)， 
降車に要した時開，駐車時間，パーキングパーミッ
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ト利用証や身体障害者手帳等の呈示状況，広いス
ペースの必要性などの項目を調査した.
(2) 調査結果
1)第1回目 (3ヵ月後)の調査結果
図-2は各駐車場の利用状況を表したものであ
る.矢線の太さでハンデイキャップの程度を示し
ている(極太重度のハンデイキャップ者(車い
すや松葉杖を使用する重度の歩行障害者)，中太:
軽度のハンデイキャップ者(軽い歩行障害やその
地の障害を持っている人，妊産婦，高齢者)，細
線:健常者).また，線のタイプで利用証等の
示の状況を示している.実線はパーキングパー
ミット利用証を，点線の関慌の広い矢線(破線 1) 
は身体障害者手帳や駐車禁止指定除外車票を，点
線の開簡の狭い矢線(破線2)はステッカーのみ
を貼付している場合あるいは伺も呈示していない
場合を示している.また，一般駐車場の混雑の状
況を背景の模様で表現している.
身体障害者用の駐車スペース (11スペース)に
駐車した台数は45台で，その平均駐車時間は76分
である.図“ 2から明らかなように 1階の駐車
場(スペース番号1~ 7)は開店時から利用者が
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図ω3 利用誌等の長ネ割合
図ω4 身体r~~i害者用駐車施設の利潤状況
表-1 利用者の区分と利用状況
利用者の区分
利用者数(人)
大分類
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図-5 ドライパーの割合
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図 6 身体隊答者用!討率施設の利用状況(l年後の調恋)
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図 7 利用証等の箆示割合(1 年後)
殴 8 身体燃害者用!駐車施設の利用状況
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~- 9 娃E草場1のスペースが満車になる時間社?
多く， 11時~15時はほぼi荷車状態である.特に，
駐車場2(スベ…ス番号6，7)はスペース数が
少ないうえ，駐車時間が長いことから，再スペー
スともほとんど詰まっており，後から来た重度の
離害者は!駐車できない状況にある.
平均駐車時間をハンデイキャップ加に見ると，
極太の線で示した重度のハンデイキャップ者の駐
車時間が最も長く(125分)，軽度のハンデイキャッ
プ者 (80分)，健常者に見える人 (70分)がこれ
に続いている.間隅の狭い細い破線で示した健常
者の駐車時間は29分と短く，短時間の駐車が多い
ことがわかる.なお，本研究では，外見上は健常
者に見えるがパーミット利用証や身体障害者手帳，
駐車禁止指定除外車票を皇示している人を健常者
と区別して f健常者に見える人jと定義している.
毘-3は利用証や身体障害者手帳等の呈示状況
を示したものである.パ…キングパ…ミット利用
証を呈示する割合は身体樟害者手帳や駐車禁止指
定除外車票に比べると大きいが，それでも31%で
6割の利用者が呈示していない.呈示率が低いの
は，パーキングパーミット制度がまだ十分定着し
ていないためだと思われる.
表ー 1および図-4は身体障害者用駐車施設の利
用状況をハンデイキャップ別に示したものである.
このスペースを最も利用しているのは軽度のハン
デイ今ヤツプ者(45%)で，重度のハンデイキャッ
プ者の利用は予想、に反して低いことがわかる
(25%に健常者は全体の2割を占めており，実
施後3ヶ月経った時点ではパーキングパーミット
制度は健常者の不正駐車を防止する役割を十分果
たしていないことがわかる.
図-5は自動車を自分で運転してきた人の割合
を示したものである.重度のハンデイキャップを
持つ人のうち自分で運転してきた人はわずか2入
で，ほとんどの人が向乗していることがわかる.
ハンデイキャップの大きい人ほど向乗する傾向が
強い.健常者および健常者に見える人は，全員ド
ライノfー であった.
2 )第2臨自(1年後)の調査結果
各駐車場の利用状況を閉山 6に示す.各駐車場
は前自の調査と同様，全般的によく利用されてい
ることがわかる.13: 30~ 14 : 30までの l時間，
屋外にある駐車場2の利用が前田に比べて槌端に
少ないのは，突然降り出した激しいにわか雨のた
めである.最も便利な場所にある 1階の屋内駐車
場(スペース番号1，2， 3)は終日満車状態で
ある.しかし，そのスペースを必要とする重度の
障害者(車いす使用者)の利用は少なく，軽度の
ハンデイキャップ者や健常者・健常者に見える人
に占有されていることがわかる.今回は駐車台数
が66台と前回に比較して多くなっているが，調査
時間がl時間延び、たことと前田は汚水が噴出して
一部の駐車場が使用できなくなったことに起悶す
ると思われる.平均駐車時間は60分で前回よりも
15分程度短くなっている.ハンデイキャップ別に
見ると，今回も重度のハンデイキャップ者の駐車
時間が72分と最も長くなっている.健常者の駐車
時開は前田の29分から58分に倍増しており，短時
間の駐車だけではなくなってきていることがわか
る.健常者の駐車時間が延びるということは，そ
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図 10 駐車場2のスペースがj持率になる時間4if
れだけ障害者の駐車の機会が奪われることになる.
図“ 7は利用証や身体障害者手帳等の呈示状況
を示したものである.パ…キングパーミット利用
証を呈示する割合は31%から36%に増加しており，
本制度が定着してきたことを示している.
つぎに，身体障害者用駐車スペースの利用状況
をハンデイキャップ別に見ていくことにする.表-
2および菌“ 8から明らかなように，広いスペー
スを必要とする重度のハンデイキャップ者(車い
す使用者10人と松葉杖使用者1人)の出める割合
は17%で，前閣に比べて 8%低下している.一方，
健常者および健常者に見える人の割合は大幅に増
加している.特に，駐車資格のない健常者は減る
どころか7%も増加している.すでに4000人w、上
の人がパーキングパーミット利用証の交付を受け，
本制度が着実に浸透してきているにもかかわらず，
健常者の迷惑駐車は減るどころかかえって増加し
ている.よ2よ主民ん毘思投5、いパーキングパ
三之主観援玄~一銭賞受~既裏玄臨呉之さ主
どよよ数賎ι致設立志忠弘去刀k顔色佼之A
テムは脆弱で，機能しないことが明らかになった.
3.利用証の交付の対設を広げることによ
る弊器
3章では，利用証の交付の対象を広げたことに
よって発生する弊害について考えることにする.
すなわち，軽度のハンデイキャップ者の駐車に
よって，本質的に広いスペースを必要とする重度
のハンデイキャップ者がどの程度影響を受けるか
を第2囲目の調査結果に基づいて検討する.
図-9は，駐車場lの5スペースがすべて埋ま
る時間帯を示したものである.灰色で示した部分
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が満車の時開帯である.調査した480分のうち209
分，すなわち43.5%が満車状態であることがわか
る.(荷車の時間帯を誠べると， 17: 1O~17:18を
除くすべてのi玄関において健常者(間慌の狭い細
い破線で表京)が少なくとも一人駐車しているこ
とがわかる. したがって，何らかの対策を講じる
ことによって鍵常者の駐車を排除できれば， (荷車
になる割合を1.7% (8分)まで抑えることがで
きる.スペース数の多い駐車場1では，健常者の
不正駐車の対応、によって重度の障害者のスペース
を確保することが可能である.
同様に駐車場2の満車の状況を臨-10に示す.
満車の割合は62.9%(264分)で，本駐車場を利
用しようとしても 6割以上は駐車できないことが
わかる.なお， 1荷車率の計算においては，激しい
にわか雨が降った時間帯(13: 30~ 14 : 30)を除
いて計算をおこなっている.本駐車場においては，
健常者の駐車を排除したとしても，満車の割合は
47.1 % (198分)までしか低下しない.これはス
ペースが少ないうえ，軽度のハンデイキャップ者
や健常者に見える人が駐車しているためである.
駐車場2では，軽度のハンデイキャップ者が，広
いスペースを必要とする重度の障害者の駐車を妨
げる事態が発生している.したがって，健常者の
駐車を排除するだけでは，問題は解決しないこと
がわかる.
駐車場3の満車率 (29.8%)が他の駐車場に比
べて低くなっているのは，午前中の利用が少ない
ためである.午後の時間帯は他の駐車場と同様に
利用者が多く，ほほi荷車状態になっている.この
駐車場は3階にあり，目立ちにくいことから健常
者の駐車が他の駐車場に北較して多くなっている
(健常者の割合36%にしたがって，健常者の駐
車を排除できれば，満車の割合をゼロまで低下さ
せることができる.
金関史麹査な乏し必庭主主会二;7..0)銭感股乏ど
挺斐揚玄民ι鰻建設合挺裏玄鼓陵芝ゑよふι主2
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変変態玄長ゑ~二三裳没家主ど患悪強引さ
f長賞煮忽駐畏ま避除Lエ良薬度全壊貴意思担感ど
スベ}スを石室4来することカすできないことカf明らか
になった.
利用証を呈示する割合は着実に増加しており，
早晩スベ…スの多い駐車場においても，軽度のハ
ンデイキャップ者が広いスベ…スを必要とする
)支の障害者の駐車の機会を奪う事態が発生すると
予想、される.樟害者向士の乳離が生じないような
対策を早急、に講じる必要がある.
4.改定パーキングパーミット制度
身体障害者用の駐車施設を必要な人に利用証を
交付し，利用者を明確にすることは健常者の不正
駐車を防止するのに存効であると考えられる.ま
た，交付の対象を車いす使用者だけでなく，妊産
婦や高齢者などハンデイキャッブ。を持つ人に広げ
ることはユニバーサルデザインの考え方にも合致
している.これらのアイデイアを導入したパーキ
ングパーミット制度は，身体障害者用駐車施設を
管理する有効な手段になる可能性を秘めている.
しかしながら，現在佐賀県で実施されているパー
キングパ…ミット制度は，いくつかの間題を抱え
ており，改定が必要である.
最も大きな問題は，広いスペースを必要とする
重度のハンデイキャップ者(車いす使用者や松葉
杖使用者)とそれほど広いスペースを必要としな
い軽度のハンデイキャップ者(妊産婦や軽い歩行
障害を持つ人)をーくくりにして， I可じスペース
を割り当てていることである.車いす使用者など
の重度の歩行障害者は，乗り降りに広いスペース
を必要とすることから，他のスペースに駐車する
ことができない.一方，妊産婦等の軽度のハンデイ
キャッフ。者は，少し不使になるかもしれないが一
般の駐車場に駐車することが可能である.大多数
の妊産婦は一般駐車場を利用しており， 3.5m以
上の広いスペースを確保する必然性はない.もし
も大多数の妊産婦が利用証を取得するようになれ
ば，広いスペースを必要とする重度の障害者は駐
車の機会を失うことになる.本スペースを利用し
た妊産婦の割合は着実に増加しており(2人から
5人に増加)，現実の問題になる可能性がある.
したがって，ハンデイキャップ者(障害者)を
f広いスペースを必要とする重度のハンデイ
キャップ者jと f一般の駐車スペースより幾分広
いだけで十分である軽度のハンデイキャップ者J
に分類し，それぞ、れに見合うスペースを便利なと
ころに確保すれば，重度の障害者の駐車の機会が
奪われることはなくなる.また，身体障害者用駐
車施設を底分すれば，スペース数を増やすことが
可能になる.
もう一つの開題は，罰則のないパーキングパー
ミット制度では健常者の不正駐車を防止すること
ができないことである.県レベルの取り組みであ
ることから，現時点で罰則を科すのは趣めて難し
い.したがって，佐賀県が導入した罰期を科さな
いパーキングパーミット制度を有効に機能させる
ためには，罰則に代わる方法を検討する必要があ
る.
今自の調査から，モラルの向上に頼るやり方に
はおのずと限界があることが明らかになった.モ
ラルを向上させるのではなく，健常者が停めにく
い環境を作ることが有効であるように思われる.
今回実施した実態調査で，健常者の多くが障害者
を装って車にステッカーを貼付している実態が明
らかになった.このことは，身体賠害者用駐車施
設に駐車することに後ろめたさを感じていること
を裏付けるもので，何らかの停めにくい要因が働
けば，駐車を思いとどまる可能性が高いことを示
唆している.ICタグを用いて入唐時に駐車資格
を判定し，資格のない人に対しては，適正
(ストロボライトの点滅や警告メッセージ)を発
すれば，心理的抵抗感が一気に高まり，駐車を思
いとどまると考えられる.モラルの向上を図るの
ではなく，心理的抵抗感を高めるという視点に
たって駐車場管理システムを構築する必要がある.
5.結論と令後の課題
本研究は，佐賀県が日本ではじめて導入した罰
則のないパーキングパーミット制度の効果を大型
高業施設に設置されている身体障害者用駐車施設
の利用実態調査結果に基づいて検証したものであ
る.本研究で得られた結論と今後の課題を要約す
ると以下のようになる.
(1)罰則のないパーキングパーミット制度は，健常
者の不正駐車の防止に有効に機能しない.
(2)利用証を毘示する割合は着実に増加している.
特に，妊産婦や軽い歩行時害者，健常者に見える
人の増加が顕著で、ある.
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(3)広いスペースを必要とする重度の障害者の駐車
割合は減少している.
(4)スペース数の多い駐車場では，健常者の駐車を
時止できれば，重度の障害者のためのスペースを
確保することができる.しかし，スペース数の少
ない駐車場では，健常者の駐車を排除したとして
も重度の障害者用の広いスペースを確保すること
ができない.
現状のパ…キングパーミット制度をより有効な
ものにするためには，以下のような改善が必要で、
ある.
(5)ハンデイキャップ者を f広いスペースを必要と
する重度のハンデイキャップ者』と『一般の駐車
スペースより幾分広いだけで十分である軽度のハ
ンデイキャップ者Jに分類し，それぞれに見合う
スペースを便利なところに確保する必要がある.
(6)健常者の駐車に対しては，入庫時に警告ランプ
を点滅させたり，警告メッセージを流すなどして
心理的抵抗感を高める工夫が必要である.
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